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（目的） 
人の顔の表情の読み取りについて、顔アイコンという単

純化されたシンボルを取り上げた磯部 (2004)の調査を知

的障害を持つ生徒を対象に追試し先行研究同様の結果を得

た。さらに永井（2017）の顔の角度の変化を示す顔アイコ

ンからの表情の読み取り結果から、蓑下等（1997）の示し

た伝統文化（能）での知見も確認でき、表情の認知能力（表

情の読み取り能力）は、定形発達した学生らと遜色無いこ

との証左を得ることができた。 

 本研究では、顔アイコンが伝える表情に関する先行研究

における判断要素の中で、目だけに焦点化した知見が少な

いため、特にデフォルメや単純化された目に注目し、身近

な工芸品（瀬戸・民芸 馬の目皿）に描かれた模様の例を

参考にして顔アイコンの表情を判断する際の目の持つ特徴

について考察した。 
（方法） 

対象生徒 

高等部生徒 １８名（男子１３名  女子５名） 

・年齢 １６歳～１８歳 

・主な障害 体幹機能障害（脳性マヒ他）  

知的障害、広汎性発達障害  

・障害の程度・構成 

下学年の内容を学習する教育課程 1８名 

顔アイコンパターン①（目と口の変化） 
 
             
 
 
 
      図１         図２ 
図１、図２のような「うれしい」「おこる」の判断におい

て、目か口を変化させたパターンで比較する場合では、口

より目の形を全員が表情の判断基準とした。 
顔アイコンパターン②（顔色の変化） 
              
 
 
 
 
      図３         図４ 
図３、図４のような「うれしい」表情の顔アイコンで、

目と口の形は同じでも顔色を変えると、18 人中 12 人が一

致した。判断した理由として次のようなものがあった。 

・赤い顔は、コントラストがはっきりせず、表情があい

まいになる。 

顔文字アイコン③（同レベルのコントラストの顔色） 
 
 
 
 
 
    図５（黄色）      図６（水色） 

同じレベルのコントラストのアイコンから読み取る表情

は、18人中 16人が一致した。 

顔文字アイコン④（目の単純化とデフォルメ） 
 
 
 
 
 
 

図７           図８ 
全員が、単純化された直線で円内の一定値位置にあれば

目として認識し、その形から表情の手掛かりを得ようとし

た。中でも、図 8の右目は動いているような動物の目に見

えるという見解は、18 に中 15 人が一致した。 

         愛知県瀬戸市で明治期より大量生産

された民衆的工芸品。民芸運動の柳

宗悦が注目評価した。民芸の陶器は、

地味な模様のものが多い中、図 9 は

模様が目立つ。18 人中 14 人が「動

物の目」と判断した。 
 図９「馬の目皿」 

 (結果) 
・ パターン①より、表情は目の形で決定され、パターン②

より、表情の読み取りに、顔色も限定的ではあるが影響

することが明らかとなった。 
・ パターン③より、コントラストが同じならば顔色の影 
響はさらに限定的となった。 

・ パターン④より、単純化やデフォルメされた形でも 
円内の一定位置にあれば目と認識し、表情判断の要素と 
なる。 

・ 顔の輪郭が無い皿の模様にも目は認識され、動物のも 
のとまで判断ができた。      

（考察） 
 顔アイコンは、現場における非言語のコミュニケーショ

ン手段として多用されていることから、その有用性は認め

られている。多くは、〇か×の 2者択一的な利用だが、本

研究の様々な顔アイコンのパターンから、その伝達したい

内容は目の形が大きく影響し、形によっては動物の目であ

るとさえ認識できることから、その形や傾きなど微妙なニ

ュアンスを伝える手段としても可能性を示したと考える。 

なお、本研究は、美術の授業におけるデザインや鑑賞の

学習をする中で進めており、今後は、量的・質的ともに検

証精度を上げることを課題として取り組みたい。 
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